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官民協働のあり方
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下山 紗代子（しもやま さよこ）

2019/9/13 CC BY 4.0 Sayoko Shimoyama, LinkData 2

“データフル活用社会” の実現を目指し、
公的機関のオープンデータやデータ活用の支援を行うとともに、
オープンデータ活用ビジネスに取り組んでいる

主たる所属 一般社団法人リンクデータ 代表理事
民間企業 インフォ・ラウンジ株式会社 取締役

ミーカンパニー株式会社 データスチュワード
岩崎学園情報科学専門学校 非常勤講師

公的機関 内閣官房 オープンデータ伝道師
総務省 地域情報化アドバイザー

シビックテック
活動

Code for Japan データ活用アドバイザー・データアカデミー講師
Code for YOKOHAMA CBO
一般社団法人オープンガバナンス・ネットワーク 理事



これからの自治体の情報基盤への期待
nデータは保管するものではなく、使うためのもの
であるという前提
n組織外部との連携を前提とした設計

2019/9/24 Sayoko Shimoyama, LinkData 3



“シビックテックベンチャー” の定義
� $-&)���������0���#*
�����/,
'��,�"��(�+	�������

� �������0��#*�����/,

'��,��".%������ !

�������
�����

2019/9/24 Sayoko Shimoyama, LinkData 4



シビックテックベンチャーの大前提
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下山が参加しているシビックテックベンチャー

2019/9/23 Sayoko Shimoyama, LinkData 6



会社概要

mecompany Inc. 7

社名
設立
住所

代表
資本金

従業員数
事業概要

ミーカンパニー株式会社
2010年12月3日
東京都新宿区四谷4-33-2 
マーキュリースクエア2F 
前田 健太郎
1,000万円
21名
医療機関・薬局・介護データベース及び
ソリューションの開発・販売

2019�9�24�

下山は
データスチュワード
（データの品質管理と
精度保証を担う専門人材）
として在籍



患者さんの声
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設立背景
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SCUELの事業目的
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SCUEL事業内容
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データ開発方法
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SCUELデータベース導入実績
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データ開発における難しさ

mecompany Inc. 14

�9��@ WU#A
�!�;0�	
(D�

�>j�X'�p�[�5O��I��8p�K��^
enk]}�y+�`nl�q���{up�k'�p%�^

�!�;0�	
(D�

'��[

�Fwx|��C �=E�/H��C

�=4���t�

�=4Y Q�M �T�3(

SCUEL Project��~��

\P
$?Rv��x

�L�:J

&J��

�=�Q���Tv��v�

��D
2G���rz

Q1

WEB��

WEB��
WEB��

SCUEL Project��~��

}�y7:*,

<Zl
HP

2019"9.24-

• s���}�y

ifg�)hao

}�ymdb�V

• XBS6p

N_cih�)



データ開発における難しさ

• 開示請求したデータはCD-Rや紙で送られてくる
• そのままでは全然使えない

2019�9�24� mecompany Inc. 15



データ開発における難しさ

データのクレンジングと構造化にかなりのリソースを
費やしている

人力でどうにかできる規模ではないため
（例：介護施設20万件） システム化が避けて通れない

エンジニアでそこを好き好んでやれるタイプの人は
多くはない

2019�9�24� mecompany Inc. 16
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公開元で使える形のオープンデータが提供されるようになったら

mecompany Inc. 22
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付加価値を創造する事業の例：SCUEL BI

• データを売るので
はなく、
ソリューションを
売る

• 精度を高めた
データと、医療
専門人材・データ
分析専門人材の
知識を活かした
BIソリューション

2019�9�24� mecompany Inc. 23



参加しているシビックテックベンチャー

2019/9/24 Sayoko Shimoyama, LinkData 24



会社概要

25mecompany Inc.2019�9�24�

社名

設立
住所
代表

資本金
従業員数
事業概要

インフォ・ラウンジ株式会社
Info Lounge Corporation
2007年7月3日
横浜市都筑区茅ケ崎中央47-7 センターステージビル2F 
肥田野 正輝
500万円
20名
地域情報発信のためのシステム開発全般

下山は
取締役/
オープンデータ
アドバイザー
として在籍



インフォ・ラウンジの地域情報発信ソリューション

必要な人に
必要な情報が届くように

データを作るところから使う/
伝えるところまで、フルスタック
でサポートすることで最適化

デザイン、UI、サーバーサイド、
クライアントサイド、
全て自社内の技術で完結

26



特徴：役員全員がエンジニア

社長 肥田野
インフラ・サーバサイド

副社長 小林（社外）
デザイン・データ標準化

取締役 伊藤
Web・マネジメント

取締役 下山（社外）
データ分析・データ設計



実績①：政令市・都道府県等における
オープンデータポータル構築

札幌市, 横浜市, 大阪市, 神戸市, 埼玉県, 
三遠南信（中部地方）

オープンデータカタログサイトの構築
だけではなく、既存CMSや
広報サイトとの連携部分も構築

対象データの作成から公開までの
業務フローを効率化

共通語彙基盤 (IMI) にも対応

28



実績②：[福島県浪江町] タブレットを利用した
きずな再生・強化事業

震災により離ればなれになって
しまった町民をつなぐコミュニケー

ションアプリとして開発

プロトタイプ作りと利用者インタビ
ューを繰り返しながら継続的に開発
を行い、自治体とのアジャイル開発

として国内でも貴重な事例

タブレットに不慣れな高齢者でも
困難のないように、通常の
画面設計の常識にとらわれない

ユーザーに根ざしたデザインが特徴
29



「育なび」
～39データセットを統合、子育て情報配信をパーソナライズ～



• 自治体には子育てに関する多種多様なデータがある
• しかしデータは部門ごとに管理されており、統合的に扱えていなかった
• そのため、住民向けの情報提供も非効率になっていた

Issue

必要な人に
必要な情報が
届かない

「育なび」
～39データセットを統合、子育て情報配信をパーソナライズ～



Datashelfで子育て関連のデータを統合し、子育て世帯に向けた情報配信を可能に。
Solution

居住エリア、子供の年齢
などに応じてパーソナラ
イズされた情報が届く

各課では従来通り
Excelでデータを

更新

「育なび」
～39データセットを統合、子育て情報配信をパーソナライズ～



システムアーキテクチャ
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行政との協業における課題：ネットワーク分離に伴う諸対応

• デバッグ機能が付いていない仮想ブラウザ

• WebSocket非対応の仮想ブラウザ

• LGWAN-ASPの高額な接続料

• ミニマムで年額71万円（一都道府県にだけ接続で10Mbps以下）、全都道府県対応だと290万円～

• 共通化を促進する目的において、特に複数都道府県域で使う場合の上乗せ利用料は
見直す必要があるのでは



インフォ・ラウンジが注目している都市：バルセロナ

• 画像出典元：Visualizing 
each of Barcelona’s 
inhabitants, Carlos 
Carrasco-Farré

• http://www.ccfarre.com
/visualizing-each-of-
barcelonarsquos-
inhabitants.html

35

Sayoko Shimoyama, LinkData2019/9/24

http://www.ccfarre.com/visualizing-each-of-barcelonarsquos-inhabitants.html


事例：スーパーブロック構想
n バルセロナでは自動車の交通量が多く、
物質やCO2、騒音などによる公害が課題

n 「市民中心都市」をコンセプトにかかげ、
段階的に車が通れる道を制限する計画を実施

n 交通量や環境に関するセンシングデータを用いて分析を行い、
計画が進んだ場合にどのくらい問題が改善するのか、
具体的な数値で示して合意形成を推進

• 交通量が21%減

• 94%の市民が危険なレベルの粒子状物質に晒されることはなくなる

• 73.5%の市民は「65デシベル以上の騒音」を経験せずにすむ
36

インフォ・ラウンジが注目している都市：バルセロナ



インフォ・ラウンジが注目している都市：バルセロナ

37 ���� http://www.bcnecologia.net/en/statutes

バルセロナ都市生態学庁：
データサイエンスを駆使して都市の
マネジメントを行う市の専門機関

“都市を診断する”
という表現がよく出てくる

http://www.bcnecologia.net/en/statutes


都市を診断する

38

診断：
診察や検査を行い、得られた諸
情報を用いて、患者の健康状態
や病気の状態を判断すること

都市の診断：
都市の状態を調査し観測することで、
都市機能が良好な状態か、
課題がある状態かを判断すること
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http://www.bcnecologia.net/en/projects/urban-plan-llevant-sector-figueres


データに基づかない施策は
民間療法のようなもの

��

都市の診断を行うにあたり、
データを活用せずに
経験やカンや慣例のみで
施策を進めるのは、
民間療法で病気を
治そうとするのに近い



診断は行政だけで行うのではなく
企業・研究機関・市民も一緒に取り組む
n神戸市
• スタートアップに向けて行政課題を公開

nチャレンジ!!オープンガバナンス（COG）
• 自治体から課題を募集して公開、それを見てシビックテック団体やNPOが
ソリューションを応募

n行政側から課題を共有してくれるのはとても良い
ただ、本当に行政内だけで課題を特定できているのか？
nデータを共有してもらえた方が一緒に課題を探せるのでは？
nデータを分析するには対象を多角度的に見れる必要がある

2019/9/24 Sayoko Shimoyama, LinkData 40



データを社会で共有することで、
組織を超えて得意分野を分担可能にしたい
nベンチャーの最大の利点は、プロジェクトに合わせて柔軟に他組織と
組めること
n目的が合致する時は、自治体とも良いチームになりたい
• 互いにリスペクトを持ちながらフラットな立場として関わっていきたい

n行政職員は地域課題のプロフェッショナルであってほしい
• 民間の方が得意なところは民間に任せて、行政しかできないところに集中してほしい

2019/9/24 Sayoko Shimoyama, LinkData 41



これからの自治体の情報基盤への期待
nデータは保管するものではなく、使うためのものであるという前提
• 政策立案や施策設計において、経験や勘だけでなく、それを裏付けるデータが必須
• 必要なタイミングで必要なデータをすぐ取り出せるようなルール

n組織外部との連携を前提とした設計
• 不要な事務手続きは廃止
• 他部署や他組織のデータと統合して扱っても問題の発生しない標準仕様
（ID付与ルール, コード体系等）

• 外部連携用APIの標準化

2019/9/24 Sayoko Shimoyama, LinkData 42


